
Abstract
The “Human Library” has emerged as a leading global method to reduce prejudices and encourage

understanding in communities through dialogue and interaction. Since the first Human Library was held in

Copenhagen, Denmark in 2000, similar events have spread around the world. In Japan, most Human Library

events are organized by universities, but in 2013, the Human Library Nagasaki Committee began

coordinating Citizen-Centered Human Libraries, holding its third event in August 2014. This paper reviews

the Human Library concept and reports on recent developments with Citizen-Centered Human Library

events in Nagasaki.
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1．はじめに

本来私たちの社会は、多様性に富んでいる。さまざまな価値観、文化、生き方の人々によって作ら

れ、成り立っている。しかしながら、これらは時としてぶつかり合い、摩擦を生み、自分こそがマジョ

リティであるという思いは、差別や偏見として表出する。これは、私たち自身が、私たちの社会の多

様性に無自覚であるからではないだろうか。社会を構成する私たち自身が、私たちの社会の多様性に

気づくこと、マジョリティもマイノリティも関係なく、私たちの社会がさまざまな人々によって作ら

れていることに気づくことが、多様性に対して開かれた社会、多文化共生社会への第一歩ではないだ

ろうか。

本稿ではこの「私たちの身近な社会の多様性に気づく」ための取組みとして、「ヒューマンライブ

ラリー」を紹介し、2013年から2014年にかけて、筆者が代表を務める市民団体、ヒューマンライブラ

リーNagasaki 実行委員会（以下HLN実行委員会と記す）によって長崎市において開催された「ヒュー

マンライブラリーNagasaki」について報告したい。

なお第2回以降のヒューマンライブラリーNagasaki はデンマークのHuman Library Organization

の承認を受けたものである。
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2．ヒューマンライブラリーとは

2．1 ヒューマンライブラリーの始まりと広がり

ヒューマンライブラリーとは、リビングライブラリーとも呼ばれ、その名の通り生きている人間を

「本」に見立て、図書館で本を読むように、「本」の語りを聞き、対話することによって理解を深め

る試みである。

身体的ハンディキャップを持つ人、LGBT（注1）、難民、イスラム教徒など、ある社会において少数

派であり、そのために誤解や偏見、差別の対象となりやすい人々が「本」となり、会場に集まった人々

（読者）に貸し出される。「読者」と「本」は同じテーブルに着き、一定の時間、対話をし、理解を

深める。ヒューマンライブラリーの当日の流れは、主催者によってさまざまであるが、大まかな流れ

は以下の通りである。

1）会場に数人から数十人の「本」が集まる。

2）来場した一般参加者（「読者」）はブックリスト（後述）を見て、自分の読みたい本を選び予約

する。

3）セッション（対話）を行う。この際、「読者」は1人から3人程度の少人数である。

4）2）3）を繰り返す。「読者」は数冊の「本」を読むことができる。

Human Library Organization のホームページによると（http://humanlibrary.org/2014年9月20日

最終閲覧）、この取組みは2000年にデンマークのコペンハーゲンにおいて、“Stop the Violence”とい

うNGOがロックフェスティバル会場で開催したのが始まりである。「対話を進め、理解を深めるこ

とによって、暴力をなくそう」という思いから始まったこの取組みは、その後、“The Human Library

organization”が組織され、ヨーロッパ中心に世界中に広がった。（なお旧称は「リビングライブラ

リー」であったが、Human Library Organization のホームページによると2010年に「ヒューマンラ

イブラリー」と改称されているため、本稿では「ヒューマンライブラリー」の名称を使用する。）

駒沢大学文学部社会学科坪井ゼミ（2012：16）によるとヒューマンライブラリーは2011年9月時点

で60カ国以上で開催されている。なかでもオーストラリアには、国が資金的サポートを行い、定期的

に開催されているヒューマンライブラリーがあった（注2）。アジアでは2008年京都での開催が初となり、

その後、韓国、タイ、中国、香港、インド、マレーシア、フィリピンなどで開催され、2014年1月に

は、タイにおいて“International Forum on Human Library development in the ASEAN”が開催さ

れた。

2．2 日本におけるヒューマンライブラリー

日本での開催は前述の通り2008年6月京都において行われたATACカンファレンス2008の中でリ

ビングライブラリージャパンによって開催されたものが最初である。リビングライブラリージャパン

はその後も年2回ほど定期的に開催していたが、2014年現在、ホームページは閉鎖され、ここ2，3年

開催していないようである。

現在日本では駒沢大学坪井ゼミ、獨協大学工藤ゼミ、明治大学横田ゼミがほぼ定期的に開催してい

る他、学生有志による開催（青山学院大学学生有志、札幌市立大学有志など）、市民団体や地域のボ

ランティアセンターなどによる開催があるが、その実数を把握することは難しい。

日本におけるヒューマンライブラリーについては、大学主導のものが多く、市民活動としてのヒュー
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マンライブラリーは、開催されているとしてもその報告例が少ない。しかしながら、多文化共生社会

実現への取組みとして、地域住民自身が行うヒューマンライブラリーは、開催し検証する価値のある

ものではないだろうか。いずれにしてもヒューマンライブラリーそのものについての先行研究も少な

く、効果などについて一層の研究が待たれるところである。

3．ヒューマンライブラリーNagasaki の取組み

3．1 開催まで

HLN実行委員会は、九州初となるヒューマンライブラリーを開催、継続して運営するために、2013

年3月、NPOいろは塾のメンバーを中心として結成された。NPOいろは塾は、もともと日本語教師

が中心の団体であり、長崎市を中心に異文化理解のためのイベントや語学教師のための研修などの活

動を行っていたが、代表である筆者が、2012年日本語教育学会教師研修として行われたヒューマンラ

イブラリー研修に参加したことをきっかけに、長崎におけるヒューマンライブラリー開催に向けて準

備を始め、日本語教師に限らず、広くさまざまな人々に計画に参加してもらうために、実行委員会を

組織することになった。この実行委員会は、いろは塾の会員、いろは塾会員以外の運営スタッフ、ヒュー

マンライブラリーの「本」で組織されており、会員は日本語教師、会社員、自営業、主婦、学生など

さまざまである。

第1回ヒューマンライブラリーNagasaki は2013年8月24日長崎市勤労福祉会館にて開催された

が、HLN実行委員会はこの開催に先立ち、月一度の定例会の他、4回の勉強会と3回の会員向け小

規模ヒューマンライブラリーを行った。

1回目の小規模ヒューマンライブラリーは、2名の「本」（イスラム教徒、義足生活者）と筆者の

他4名の「読者」で開かれ、2回目は4名の「本」、3回目は5名の「本」と少しずつその規模を大

きくしていった。この会員向け小規模ヒューマンライブラリーは、非常に小さなものであったが、実

際のヒューマンライブラリーNagasaki の開催のために果たした役割は大きく、この段階なくして

は、開催は不可能であったと思われる。この小規模ヒューマンライブラリーの果たした役割は大きく

次の3つである。

第一に、体験してみることができたことである。実行委員会を組織したものの、実際のヒューマン

ライブラリーに参加した経験があったのは、筆者のみであり、いくら勉強会を開き、研修を行っても、

その実際を「感じて」もらうことは難しい。また長崎はもちろん近隣の県などでもヒューマンライブ

ラリーの開催はない。この小規模ヒューマンライブラリーを行うまで、会員の中に「対話がうまく進

むのか」「そもそも何らかの成果が得られるのか」といった声もあった。この小規模ヒューマンライ

ブラリーは、会員にまず体験してもらうことを目的としたが、回を重ねるうちに、会員の中で、さま

ざまな困難や解決すべき課題はあるにしても、やってみる価値のある取組みであるという意識が固

まっていったと思われる。

第二に、「本」探し、「本」のプロデュースの経験となったことである。ヒューマンライブラリーに

おいて「本」を探すこと、「本」になってほしい人に参加をお願いし、信頼関係を築き、「本」の最初

の読者となって、「本」の語りを引き出していくことは、主催者の大きな役割であり、また最も困難

だが、やりがいのあることである。この過程を小規模ヒューマンライブラリーの回を重ねることによっ

て、筆者を含め、主催側であるHLN実行委員会の会員は繰り返し経験することができた。
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第三に「本」との繋がりが強くなったことである。最初に「本」となった2名の方たちのうち1名

の方は、その後もずっと「本」として参加し、1名は海外へ転出したが、その後も支援者として、毎

回のヒューマンライブラリーにコメントを寄せてくれている。この小規模ヒューマンライブラリーに

参加した「本」の多くは、その後のヒューマンライブラリーにも計画段階から参加し、また積極的に

広報にも携わっている。「本」となった人たちが、開催当日だけのゲストではなく、主催者としての

役割も果たすというヒューマンライブラリーのあり方は、ヒューマンリブラリーNagasaki の大きな

特長のひとつとなった。

また、この開催準備期間中に、長崎県福祉協議会「ふれあいのあるまちづくり県民運動 ボランティ

ア活動振興・助成事業」に助成金の申請を行い、2014年度2回のヒューマンライブラリー開催に向け

て20万円の助成金を受けることができたことは、初めて開催するにあたり、目的意識、社会的意義の

再認識といった意味で、資金的援助以上のものとなった。

以下は第1回ヒューマンライブラリーNagasaki の開催までの準備を時系列にまとめたものであ

る。

・実行委員を対象とした勉強会等の開催

2013年2月22日 第1回勉強会「心理学的側面から見たHLの効果について」

2013年3月30日 第1回小規模HL

参加者「本」：2名（イスラム女性／義足生活者）

「読者」：5名（実行委員）

2013年4月4日 第1回小規模HL振り返り

2013年5月13日 第2回勉強会「効果的なHLのために」

2013年6月8日 第2回小規模HL

参加者「本」：4名（イスラム女性／性同一性障害／パステルアーティスト／造形遊び指導者）

「読者」：12名（実行委員5名、外部参加7名）および長崎新聞からの取材

2013年7月6日 第3回勉強会「HL実施計画①全体計画」

2013年7月27日 第3回小規模HL

参加者「本」：4名（イスラム女性／性同一性障害／パステルアーティスト／義足生活）

「読者」：9名（外部からの参加）、実行委員はスタッフとして参加

2013年8月2日 第4回勉強会「HL実施計画②資料作成」

2013年8月13日 最終打ち合わせ

・広報（ポスター、チラシ、Facebook）

ポスター、チラシを作成し以下のところに配布、掲示を依頼した。

国際交流教会、県民ボランティア活動支援センター、市内の大学、公民館、飲食店等実行委員による

配布

Facebook に Human Library Nagasaki のページ及び実行委員の連絡、打ち合わせ用にグループを作

成
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・助成金の申請

2013年1月31日 2013年度のヒューマンライブラリーNagasaki（第1回、第2回）の開催のために

長崎県社会福祉協議会「ふれあいのあるまちづくり県民運動 ボランティア活動振興・助成事業」へ

助成金を申請した。

2013年3月31日 申請が認められ20万円の助成が決定

2013年10月31日 中間報告書提出

3．2 ブックリスト、利用規則、同意書について

ヒューマンライブラリーの開催にあたり、当日配布資料として、ブックリスト、利用規則、同意書

を準備した。

ブックリスト

ヒューマンライブラリーNagasaki では、参加者（「読者」）は事前予約ではなく、当日会場におい

て、自分が読みたい「本」を選ぶというやり方を採用した。そのため、当日会場で、参加する「本」

のブックリストを配布した。ブックリストの内容は、作者名、タイトル、あらすじで構成されており、

「読者」はこれを読んで、自分の読みたい本を決める。

以下は、最も多くの「本」が参加した第3回のブックリストである。
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表1 第3回ヒューマンライブラリーNagasaki ブックリスト
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このブックリストは左から作者名、タイトル、あらすじの順で記されているが、いずれも「本」と

なった人たち自身が書いたものである。主催者と「本」となる人は何度も話し合い、ヒューマンライ

ブラリーで「本」が語る内容や、ブックリストへの記載を決めていく。

十分な話し合いややり取りの後で、ブックリストの作成に取りかかれることが、理想ではあるが、

実際にやっていく上では、ブックリストの作成という作業が、「読者」の目を意識しつつ、「本」の語

りの中心を明確にしていくという作業となり、「本」の自身が語りの意識化していく上で大いに役立っ

たと思う。

利用規則／同意書

ヒューマンライブラリーに開催に向けては、いくつかの利用規則を明確にしておく必要があった。

これは、「本」の人権に最大に配慮しつつ対話を深めてもらうためである。

個人情報の厳守の他に、「本」が話したくないと感じたら、理由を説明することなくセッション（「本」

と「読者」の対話の時間）を中止することができるという一項を設けた。これは「本を守る」「本を

傷つけない」ということが、一般の図書館と同じくヒューマンライブラリーでも大原則とされている

からである。

ヒューマンライブラリーNagasaki では、具体的な利用手順を示した利用案内とともに、この利用

規則を開催時に配布し、第2回、3回においては同意書を付し、署名をいただいた後、回収した。こ

れは「読者」となる人々が、第1回目においては実行委員や「本」の友人、知人であったのに対して、

2、3回目が広報、メディアでの紹介などにより拡大したからである。

以下は、第3回ヒューマンライブラリーNagasaki にて配布したものである。

長 崎 外 大 論 叢 第18号

―191―



これらの資料作成にあたっては、前述の駒沢大学坪井ゼミ、獨協大学工藤ゼミ、明治大学横田ゼミ

が開催したヒューマンライブラリーでの配布資料、報告書、文献などを基に作成し、改変を行った。

3．3 ヒューマンライブラリーNagasaki 開催

ヒューマンライブラリーNagasaki はこれまで以下の3回開催された。

第1回 2013年8月24日 長崎県勤労福祉会館

第2回 2014年2月23日 長崎松が枝国際ターミナル

第3回 2014年8月30日 長崎松が枝国際ターミナル

以下ではこの3回の開催について、場所、「本」、スケジュール及びセッション、「読者」の4点か

ら考察をまじえつつ述べたい。

3．3．1 場所

ヒューマンライブラリーNagasaki は、第2回から場所を移している。第1回は公共の施設の会議

室を複数借り、パーティションを使ってブースに区切り、セッションの場とした。しかしながら、こ

の方法について、「パーティションを使っても周りの声が聞こえ、話しづらかった」などの意見が聞

かれた。「本」と「読者」のプライバシーに配慮し、この方法を採用したが、「本」からも、個々のセッ

ションへのよりも、開催全体への配慮が効果的であるとの意見も出たために、第2回より松が枝国際

ターミナルに場所を移すとともに、パーティションを使わないオープンスタイルで開催した。これに
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写真1 第1回ヒューマンライブラリー 写真2 第2回ヒューマンライブラリー

伴い「読者」に前述の同意書の提出を義務づけることとした。

松が枝国際ターミナルは2010年にオープンしたばかりの国際観光船のターミナルであり、非常に広

く開放的な雰囲気で、「本」にも「読者」にも好評であった。「自分の話は受け止めてもらえるのか」

「深刻な話を聞くに違いない」と緊張して臨みがちな両者にとって、開催場所の選択は重要なポイン

トであることを実感した。もちろん主催者側にとっても、一目で会場の状況が把握できる場所での開

催は、スムーズな運営を行う上で効果的であった。

3．3．2 「本」

3回の開催で参加した「本」は以下の通りである。

第1回 8人

シングル介護者、義足生活者、性同一性障害、イスラム教徒、在長崎外国人、セクシャルマイ

ノリティ、造形遊び主催者、パステルアーティスト

第2回 6人

シングル介護者、義足生活者、性同一性障害、在長崎外国人、中途失明者、ニューハーフ

第3回 9人

シングル介護者、義足生活者、性同一性障害、中途失明者、ニューハーフ、イクメン、ベトナ

ム人シスター、見た目問題当事者（やけど）、セクシャルマイノリティ

（呼称はいずれも「本」自身によるもの）

ヒューマンライブラリーにおける「本」は、社会において少数派であり、そのために誤解や偏見、

差別の対象となりやすい人々、生きづらさを抱えている人々であることが多いが、ヒューマンライブ

ラリーNagasaki では、これに限らず、「身近な社会に暮らすいろいろな人たち」という観点から、「本」

を集めた。これはひとつには、さまざまな人をカテゴライズすることは不可能であると考えたからで

もある。

身体的な障害を持つ人や、LGBTは生きづらさを抱えている人であるかもしれないが、一方である

生き方を選び実践している人であるかもしれない。同様にイスラム教徒やシングル介護者は、望むと

望まざるとに関わらず、ある生き方を選択し、それ故にある社会においては少数派となり、生きづら
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第2回ヒューマンライブラリーNagasaki「読者」
年齢層 10～20 21～30 31～40 41～50 51～60 61～70 71～ 男女別合計

男性 0 0 1 0 0 1 0 2
女性 3 3 5 8 1 1 1 22
年代別合計 3 3 6 9 1 2 1

さを抱えているかもしれない。

このような思いから、HLN実行委員会では、ともあれ話を聞いてみたいと思う人を「本」として

推薦し、ヒューマンライブラリーへの参加をお願いした。「本」の名前だけでは、どういった人なの

かわかりにくいかもしれないが、詳しくは参考資料のブックリストを参照されたい。

3．3．3 スケジュール及びセッション

第1回の開催では、昼休みを挟んで午前午後それぞれ2回のセッションを行った。しかし、このス

ケジュールでは、「本」、「読者」ともに拘束時間が長くなるため、多くの「読者」が午前か午後のど

ちらかのみの参加となった。なるべく多くの「本」との時間を提供すべく、第2回以降は午後のみの

開催とし、セッション数は第2回で3回、第3回で5回とした。

第1回、2回の開催では、「本」の予約は、イベント開始と同時にその日読みたい本を全て予約す

るという方法をとった。しかし、この結果、第2回では1人の本に対し、最大5人の「読者」という

事態になった。これは全ての「読者」が、希望する全てのセッション（多くは3回全部）に参加でき

るようにと配慮した結果でもあるが、「読者」の数が多い場合、「読者」同士も初対面であるため発言

しにくくなりがちであり、また「本」との対話になりにくい。この取組みの「対話を通じて互いの理

解を深める」という目的に沿うため、第3回からは、1セッションにつき「読者」3人までという制

限を設けることとし、「本」の予約もセッションごとに行うこととした。そして、「読者」がなるべく

多くのセッションに参加できるよう、セッション数を5回と多く設定した。

第3回は、「本」の数9人に対し参加した「読者」の数27人と、偶然ながら理想的なバランスで開

催できたため、全てのセッションが「読者」1人から3人で行え、かつ待ち時間を持て余す人も見か

けられなかった。しかし今後、参加者が増えてくれば、待ち時間の有効な活用法も考えていく必要が

ある。

3．3．4 「読者」

「読者」としての参加人数は、第1回は24人、第2回24人、第3回は27人であった。しかし、その

内訳は手探りで開催した第1回が、スタッフや「本」の知人がほとんどであったのに対し、第2回、

3回と回を重ねるごとに、一般の参加者が増えていった。これは一つには第2回の前後に、新聞、ラ

ジオ、ケーブルテレビなどの取材があり、広報に役立ったためと思われる。

第1回目は、前述の通り、「読者」に主催者の知人が多かったため、アンケート調査は主に感想を

尋ねるものであったが、第2回、3回目については「読者」の属性についての質問も行った。結果は

以下の通りである。
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第3回ヒューマンライブラリーNagasaki「読者」
年齢層 10～20 21～30 31～40 41～50 51～60 61～70 71～ 男女別合計

男性 1 3 1 2 0 0 0 7
女性 5 4 2 9 0 0 0 20
年齢別合計 6 7 3 11 0 0 0

第2回ヒューマンライブラリーNagasaki「読者」アンケート
セッション前 セッション後

有効回答用紙数24 有効回答用紙数22
回答数 ％ 回答数 ％

好奇心 14 58．3 5 22．7
期待感 15 62．5 3 13．6
同情 0 0 0 0
不安 2 8．3 0 0
怖い 0 0 0 0
嫌悪 0 0 0 0
好意 5 20．8 10 45．5
親近感／共感 9 37．5 18 81．8

第3回ヒューマンライブラリーNagasaki「読者」アンケート
セッション前 セッション後

有効回答用紙数26 有効回答用紙数27
回答数 ％ 回答数 ％

好奇心 14 53．8 5 18．5
期待感 12 46．2 4 14．8
同情 0 0 2 7．4
不安 4 15．4 0 0
怖い 0 0 0 0
嫌悪 0 0 0 0
好意 2 7．7 10 37
親近感／共感 7 26．9 19 70．4

ともに40代の参加が多いのは主催側の年齢層とも一致しており、主催者の知人の参加が多かったた

めであるが、全体として1人での参加が少なく、2、3人での参加が多かったたことが回ごとの年齢

層の偏りに影響しているかもしれない。しかしながら、第3回においては、10代、20代の参加が増え、

27名中10名が高校生、大学生であったことは、これからの多文化共生社会を考える上で、主催側にとっ

て大変嬉しいことであった。

また、第2回と3回では、「本」や「本と対話すること」に対する「読者」の認識や気持ちが、「本」

とのセッションによって、どう変わったのかあるいは変わらなかったのかを知るため、「本」やセッ

ションに対する気持ちを問う質問を行った。セッションの開始前と最終セッション後に、「好奇心」「期

待感」「同情」「不安」「怖い」「嫌悪」「好意」「親近感／共感」の8つの選択肢からの当てはまるもの

をいくつでも選択してもらい、当てはまるものがない場合は、「その他」として自由記述を行っても

らうというものである。以下は結果をまとめたものである。

どちらの回においても参加者の何割かはセッション前から、「本」に対して「好意」や「親近感／

共感」といったポジティブな感情を持っていたことがわかるが、どちらの回においても、セッション
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後には「親近感／共感」を持った人がセッション前の2倍以上に増えていることがわかる。また、ヒュー

マンライブラリーに参加した最大の理由と考えられる「好奇心」という回答が、セッション終了後に

も見られるのは、まだ読んでいない「本」に対する好奇心や、期待感と考えることができるかもしれ

ない。セッション後のアンケートでは、「読者」の9割近くが自由記述による感想を述べている。以

下はその抜粋である。

•価値について改めて考えさせられた。考え方次第で楽になるとおもった。本当に勉強になった。（30

代男性）

•いろんなことに気づきました。お話を聞けて良かったです。（40代女性）

•本を通して自分自身を見つめ直し、自分が考えていること、感じていることを新たな視点で見つめ

ることができ、とてもよい影響を受けました。本の方々の発信する意識が自分の奥底に眠っている

意識を呼び起こしてくれました。ありがとうございました。（30代女性）

•子どもたちにも聞かせたいです。もっと頻回開催して欲しいです。（中学校教諭、40代女性）

•「性同一性障害」に対する考え方が変わった。いろいろな悩みを抱えて生活してきた人がいるとい

うことを改めて実感した。（学生20代女性）

•人にはいろんな事情があって当然ということも再確認しました。私の周りの友人とかにも来てほし

いと感じました。（学生20代女性）

•なかなか普段は聞けないような貴重なお話を聞くことができ、勉強になりました。（学生10代女性）

•イクメンの方のお話を聞いて、今の社会のありようを学ぶことができました。2人の本を読んでみ

ていろんな事情を抱える人々がたくさんいることを知ることができ、頑張って生きているというこ

とが感じられて、勇気をもらいました。（学生10代女性）

•お二人の「本」を聞かせていただきました。まわりの目（差別）がマイノリティの自己否定につな

がっていると思いました。考えさせられました。（40代男性）

•自分の立場と同じ人の話が聞けて自分の生活と共通点があり、役に立つ意見を聞くことができまし

た。（20代男性）

•共感をえたことでアドバイスをいただいたりし、とても勉強になりました。またこのようなイベン

トがあったら参加したいです。（20代男性）

•今まで自分が思っていたイメージとは違い、印象が変わった。（学生20代男性）

•自分とはずいぶん違う方の話だったので、今までにない感覚や納得感があった。（学生10代男性）

•話す、知り合うことのなかった人たちと近づけて今までモヤッとしていた事が少しだけ晴れた気が

します。とても強い人たちだと（いろんなことを乗り越えて自分より強い人）だと思っていたけど、

弱い気持ちもそのまま持っていて、自分と変わらないんだと、親近感がわきました。（40代女性）

•本日のテーマのように何度もでて来たワードが「見えないカベを作るのは自分」「かきねを作って

いた」自分について色々考えさせられる時間でした。（40代女性）

3．4 ヒューマンライブラリーNagasaki 第3回までを終えて

半年に1回ペースで開催してきたヒューマンライブラリーNagasaki の第3回目を終えて、「読者」

アンケート結果などから、目標としていた多様性への「気づき」以上の、歩み寄りや理解が生まれた

のではないかと思われる。また、少しずつではあるが「本」も「読者」も県外からの参加が増えつつ
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あり、この取組みへの認知度と理解の広がり示していると思われる。

また「本」と主催者の交流も生まれ、その中で「本」の自己開示の過程や、変化などを身近に感じ

ることができた。また「本」が主体的に関わり、時として主催者側として運営にも参加したり、ある

いは「読者」となったり、「読者」として参加した人が、次の回では主催者側や「本」として参加す

るなど、ヒューマンライブラリーへのかかわり合い方が自由な広がりを見せていることもヒューマン

ライブラリーNagasaki の特長になった。どのような立場で参加するかという枠が固定されず、さま

ざまな形で関わっていくことができることは、いろいろな人たちのこの取組みへ参加が広がるという

ことであり、市民活動として取り組んだ成果の一つであると思う。

4．おわりに

本稿では、多文化共生社会実現のための取組みの一つとしてのヒューマンライブラリーを紹介し、

市民団体ヒューマンライブラリーNagasaki 実行委員会によるヒューマンライブラリーの開催につい

て報告したが、だれがどのようなことをどのようにおこなったかという報告に終始し、その成果につ

いての分析、検証などはまだまだ不十分である。現在、「本」についてのインタビューを実施中であ

るが、「読者」、さらには主催者という三者それぞれの社会心理学的研究を進め、その成果を明らかに

していくことが今後の大きな課題である。

注
1：LGBT Lesbian（レズビアン）Gay（ゲイ）、Bisexual（バイセクシャル）、Transgender（トランスジェンダー、性同一性障
害）

2：工藤（2012：215）によるとオーストラリア連邦政府からの資金援助はすでに終了している。
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資料1：第1回ヒューマンライブラリーNagasaki ブックリスト 2013年8月24日
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資料2：第2回ヒューマンライブラリーNagasaki ブックリスト 2014年2月23日
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